
学校番号 １２０４ 

令和２年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新図説「家庭基礎」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・生活者としての視点からの問題解決学習。 

・意見発表を通じて、1つの物事について色んな考え方があることを知り、他者の意見を自分の 

意見と同様に大切にする心を育む。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・衣食住・家族・保育・家庭経済の観点から、いかに生活を改善していくかについて考え、発表 

して、他者の意見も聞いた後、自分の考えを再構築する姿勢を養う。 

・現代の諸課題を生活者の観点から解決する能力を身に付ける。 

・自分自身の生活改善だけに留まらず、世界的な視野で他者と共生する姿勢を育む。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

意識的に衣食住・家族

関係・保育・家庭経済

を中心とする生活者

としての視点から社

会を観察し、課題意識

を高め、意欲的に探求

するとともに、他者と

の共生を意識しなが

ら問題解決を行う姿

勢。 

衣食住・家族関係・保

育・家庭経済を中心と

する生活者としての

視点から社会を考察

し、他者との共生を意

識しながら問題解決

を行う過程や結果を

適切に表現している。 

現代社会の課題中心

とする各国のデータ

ーを収集し、有用な

情報を選択して読み

取り、分析し、図表

等にまとめ、プレゼ

ンテーションするこ

とが出来る。 

衣食住・家族関係・

保育・家庭経済を中

心とする生活者とし

て必要な基礎知識を

理解し、身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

ワークシート 

定期考査 

レポート 

ワークシート 

定期考査 

レポート 

ワークシート 

定期考査 

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

親
に
な
る
と
い
う
こ
と 

・ 自立 

・ 性的自立 

・ 妊娠・出産のしくみ 

・ 親になるということ 

・ 赤ちゃんの健康 

・ 子どもをめぐる諸問題 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a: 性的自立・妊娠出産・保育

について関心を持ち、実践

的・体験的な活動を通して意

欲的に学習に取り組もうと

している。 

b: 子どもをめぐる諸問題に

ついて、家族や地域の生活を

見つめて課題を見出し、その

解決をめざして考え、表現し

ている。 

c: 乳幼児と適切に関わるこ

とが出来たり、保育に携わる

技能を身に付けている。 

d: 乳幼児の生活について理

解し、家族・地域・社会の果

たす役割を身に付けている。 

ワークシート 

定期考査 

２
学
期 

食
生
活
を
考
え
る 

・ 現代の食に関する諸問題 

・ 栄養素 

・ 何をどれだけ食べたらよい

か 

・ 食の安全 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a: 食事と健康、安全と環境に

配慮した食生活、ライフスタ

イルと環境に関心を持ち、意

欲的に学習に取り組もうと

している。 

b: 食事と健康、安全と環境に

配慮した食生活について、課

題を見出し、その解決をめざ

して考え、適切に判断し表現

している。 

c: 生涯を通して健康で安全

かつ環境に配慮した食生活

を営むために必要な栄養、食

品、調理、食品衛生などの技

術を身に付ける。 

d: 栄養・食品、調理、食品衛

生、ライフスタイルと環境な

どについての学習を通して

科学的に理解し、健康で安全

な食生活を主体的に営むた

めに必要な知識を身に付け

ている。 

ワークシ

ート 

定期考査 

レポート 



３
学
期 

一
人
暮
ら
し
を
考
え
る 

・ 家庭経済 

・ 社会保障 

・ 住宅選び 

・ 契約 

・ 消費者の権利と責任 

・ 循環型社会 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a: 消費生活と生涯を見通し

た経済の計画・管理・生活設

計について関心を持ち、意欲

的に学習に取り組もうとし

ている。 

b:  消費生活と生涯を見通し

た経済の計画・管理・生活設

計について考え、工夫してい

る。 

c: 消費生活と生涯を見通し

た経済の計画・管理・生活設

計を立案するための技術を

身に付けている。 

d: 現在及び将来の消費生活

と経済の計画・管理、生活設

計、循環型社会構築のために

必要な知識を身に付けてい

る。 

ワークシ

ート 

定期考査 

レポート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


